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第二章  一、二、三－－宇宙の「元素」 
 
「新ピュタゴラス主義的（cenopythagorean ,  























































































































































































































































































































































































































































































































































































































 「第一章 一、二、三。執筆済み。 
第二章 推論における三項性。未着手。この章は以下のものから構成されるはずである。 
  １ 記号の三種類。この主題については『アメリカ数学雑誌』に掲載されたわたし
の最後の論文が、最良の説明を与えている。［「論理の代数について。表記法の哲学への
寄与」（１８８５）］ 
  ２ 項、命題、議論。わたしの新しいカテゴリー表にかんする論文で言及されてい
る。［「新しいカテゴリー表について」（１８６７）］ 
  ３ 議論の三種類。演繹、帰納、仮説形成。わたしの編著『論理学研究』（１８８３）
に示されている。さらに、三段論法の三つの格について。同じ論文と、議論の分類にか
んするわたしの論文に示されている。［「議論の自然な分類法について」（１８６７）］ 
















  １ われわれが科学において期待すべきものについて一定の考えをもつためには、
自然法則の自然誌が必要であるということ。 
  ２ 説明についての論理的要請からして、いかなる絶対者の想定も許されないとい
うこと。つまり、説明はつねに第三性の導入を要求すること。 
  ３ 形而上学とは幾何学の模倣であること。そして、数学者が何らかの公理にたい
して反対するなら、それに対応する形而上学的公理も失墜すること。 
  ４ 絶対的偶然。 
  ５ 習慣の原理の普遍性。 
  ６ 全体の理論が提示される。 








































































































































































































































































































































































































































































































       １＋１＝０ 
       １＋２＝１ 
       ２＋２＝２ 
       ３＋１＝２ 
       ３＋２＝３ 
       ３＋３＝４ 
     ３＋３＋３＝５ 
 Nが４以上のとき、この算術の一般的な式は次のように与えられる。 


























                                                  









6 Ralph Cudworth, The True Intellectual System of the Universe, 3 vols., Reprint of the 1845 edition, Thoemmes 
Press, 1995.  カドワースの研究書としては、John Passmore, Ralph Cudworth; An Interpretation, Cambridge 
University Press, 1951 が信頼がおける。その他に、Stephen Gaukroger, The Uses of Antiquity; The Scientific 









7 リチャード・ジェルダード『エマソン 魂の探求』、沢西康史訳、日本教文社、 七四頁。エマソンに
たいするカドワースの影響については、次のものが詳しい。John Harrison, The Teachers of Emerson, Haskell 
House, 1966. 
8 Cf., W1 p.103, E2 p.73. 
9 Cudworth, op. cit., vol. 3, p.434f. 
10 Cudworth, op. cit., vol. 1, p.219ff. 
11 マシャム夫人の生涯と思想の概略については、次のものを参照されたい。Mary Ellen Waithe ed., A 
History of Women Philosophers, vol.3, Modern Women Philosophers, 1600-1900, Kluwer Academic Publishers, 
1991, Ch. 5. マシャム夫人とライプニッツの交流については、Paul Lodge, ed.,  Leibniz and His 
Correspondents, Cambridge University Press, 2004, Ch. 9 が参考になる。また、マシャム夫人の宗教と道徳
にかんする著作（１６９６年と１７０５年）が、最近復刻された。Damaris Cudworth Masham, A Discourse 
concerning the Love of God; Occasional Thoughts in reference to a Virtuous or Christian Life, Thoemmes 
Continuum, 2004. 
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12 カッシーラー、前掲書、一四八頁以下。 
13 E1, p.312f. 
14 エマソンとジェイムズ・シニアやパースの父との交流については、Ralph Barton Perry, The Thought and 
Character of William James, New Edition, Vanderbilt University Press, 1996, Ch. 2 “The Elder James and 
Emerson” が詳しい。 
15 ケイラスの思想全般については、James Sheridan, Paul Carus; A Study of the Thought and Work of the 
Editor of the Open Court Publishing Company, University of Michigan Press, 1957 が詳しい。また、ケイラス
と鈴木の協力関係は、次の翻訳から伺われる。ポール・ケイラス『仏陀の福音』、鈴木大拙訳、森江書
房、一九〇一年（原著は、The Gospel of Buddha, according to Old Records, Open Court, 1894. 邦訳は『鈴木
大拙全集』第二五巻、岩波書店、一九七〇年にも収められている）。 






のにしている。これ以外のパースの伝記としては、Kenneth Ketner, His Glassy Essence; An Autobiography of 
Charles Sanders Peirce, Vanderbilt University Press, 1998 が豊富な資料を収めている。本論末尾の註に示し
たように、ケトナーもまた、パースのカテゴリー論の解明に努力を傾注した研究者であり、その伝記は
パースへの敬意と共感に溢れている。 











21 W6, p.170. 




続論文、第三論文「現象学（phaneroscopy）におけるプラグマティズムの基礎」（E2, Ch. 26）。 
24 W6, p.170f. 
25 ウィリアム・シェイクスピア『ヴェニスの商人』、松岡和子訳、ちくま文庫、二〇〇二年、七〇頁。 
26 W6, p.172. 
27 W6, p.203f. 
28 E1, p.294f. 
29 数学者としてのパースの業績は、アイスリーの努力によって、全四巻五冊の大部な論文集にまとめ
られている。Charles Sanders Peirce, The New Elements of Mathematics, 4 vols., Carolyn Eisele, Mouton, 1976. 
位相幾何学にかんする代表的作品は、この論文集の第二巻に収められた、全四部、二〇〇頁以上からな
る”New Elements of Geometry Based on Benjamin Peirce’s Works and Teachings”（１８９４）である。題名が
示すように、この作品は父ベンジャミンの著作Elementary Treatise on Plane and Solid Geometry（１８３７）
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“Charles Sanders Peirce: An Introduction”, in Classical American Philosophy; Essential Readings and Interpretive 
Essays, John Stuhr ed., Oxford University Press, 1987.  Ketner, “Peirce’s ‘Most Lucid and Interesting Paper’: An 
Introduction to Cenopythagoreanism”, International Philosophical Quarterly, 26, 1986.  Robert Burch, A 
Peircean Reduction Thesis: The Foundations of Topological Logic, Texas Tech University Press, 1991. S. J. Shin, 
The Iconic Logic of Peirce’s Graphs, M.I.T. Press, 2002. 











Theories of Everything）」との類似性が指摘されている。Randall Dipert, “The Mathematical Structure of the 
World: The World as Graph”, The Journal of Philosophy, 94-7, 1997. 
33 「新ピュタゴラス主義」という言葉は、現代の古典研究では、後一、二世紀頃のゲサラのニコマコ
スやアパメアのヌメニオスなど、ヘレニズム時代に一旦消滅した学派がもう一度再生した後の思想家た
ちの理論を指すが（B・チェントローネ『ピュタゴラス派』、斎藤憲訳、岩波書店、二〇〇〇年、参照）、
パースの時代にはこの言葉はなかったようである。また、パースのこの言葉の接頭詞”ceno”はギリシア
語の”Kainos”をラテン語化したもので、「近年の」を意味するのであるから、この言葉は正確には「新ピ
ュタゴラス主義」というよりも、「輓近ピュタゴラス主義」とでも訳すべきものであろう。 
 
 
 
＊本研究の一部は、京都大学大学院文学研究科 21世紀 COEプログラム「グローバル化
時代の多元的人文学の拠点形成」による成果である。 
 
（京都大学文学研究科教授） 
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